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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

UUAAVV（（ドドロローーンン））  DDJJII 社社製製 PPhhaannttoomm  44  PPrrooffeessssiioonnaall  

UUAAVV（（ドドロローーンン））  DDJJII 社社製製 PPhhaannttoomm  33  PPrrooffeessssiioonnaall  

UUAAVV（（ドドロローーンン））  DDJJII 社社製製  MMaavviicc  22  PPrrooffeessssiioonnaall  

鉄鉄筋筋探探査査機機  GGSSSSII 社社製製スストトララククチチャャススキキャャンン（（SSIIRR--EEZZ--LLTT））  

熱熱画画像像カカメメララ  FFLLIIRR 社社製製 EE66339900  

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  環環境境都都市市工工学学科科 

 

図 1 福井県民衛星「すいせん」が観測した鯖江市の農地 

（トゥルーカラー画像，NDVI の比較） 
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図 2 2021 年 5 月に福井市蔵作町で発生した地滑り性崩壊 

（空撮画像から生成した 3D モデル，オルソモザイク画像と 

崩壊中心におけるプロファイル） 

3D model Ortho mosaic image Cross section at the center 
of slope failure

研研究究内内容容：：    

  

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

宇宇宙宙・・空空・・地地上上かかららのの視視点点でで農農業業・・防防災災にに貢貢献献すするる技技術術  

 

氏氏名名：：  辻辻野野和和彦彦／／TTSSUUJJIINNOO  KKaazzuuhhiikkoo  EE--mmaaiill：：  ttssuujjiinnoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
土土木木学学会会，，日日本本自自然然災災害害学学会会，，日日本本写写真真測測量量学学会会，，地地理理情情報報シシスステテ

ムム学学会会，，地地盤盤工工学学会会，，環環境境情情報報科科学学セセンンタターー，，日日本本防防災災士士会会  

キキーーワワーードド：：  リリモモーートトセセンンシシンンググ，，地地理理情情報報シシスステテムム，，土土砂砂災災害害（（斜斜面面崩崩壊壊・・土土石石流流）），，UUAAVV（（無無人人航航空空機機））  

  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・衛衛星星リリモモーートトセセンンシシンンググのの画画像像処処理理  

・・UUAAVV をを用用いいたた空空撮撮／／空空撮撮画画像像をを用用いいたた３３ＤＤモモデデルル等等のの生生成成  

・・ココンンククリリーートト構構造造物物のの調調査査・・点点検検  

 

福井県は，全国にさきがけて自治体主導で

県民衛星「すいせん」を打ち上げました．人工

衛星を用いると広域を一括して観測すること

ができ，環境や災害を監視することができま

す．辻野研究室では，衛星リモートセンシング

データや UAV（ドローン）を用いて，環境や災

害を観測する技術について研究しています． 

図 1 は，福井県民衛星が観測した福井県鯖

江市内の農地を観測した画像であり，正規化

植生指標（NDVI）を用いることで，植生の活性

度を把握することができます．追肥のタイミン

グを把握し，収穫量の増加に寄与するデータ

を取得したいと考えています．近年，スマート

農業に取り組む営農集団が増えてきました

が，農耕連携の一環として，辻野研究室も福

井県の農業に貢献することを目標として掲げ

ています．  

図 2 は，2021 年 5 月に発生した福井市蔵作

町における大規模な地滑り性崩壊について，

UAV による空撮画像から生成した，3D モデ

ル，つなぎ合わせた正射投影（オルソモザイ

ク）画像，崩壊の中心における断面図（プロフ

ァイル）です．UAV を用いることで，危険な場

所でも崩壊の形状を捉えることができます．近

年，豪雨による土砂災害が増加しています．

崩壊箇所の地形・地質・植生の状態を分析し，

GIS を用いて広域での危険箇所の絞り込みを

行う研究につなげています． 

─95─




